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過酷な海中環境でも使用できる
アセチル化木材の開発

▍技術のポイント
海中環境には木材を分解する海虫類が生息しているので、
普通の木材を海中で使用すると短期間で海虫類の食害を受
けます。そこで、そのような過酷な環境でも利用できる可能
性がある木材として、お酢の仲間である無水酢酸を使ってア
セチル化処理した木材の海中暴露試験を（国研）海上・港湾・
航空技術研究所との共同研究で行いました。その結果、アセ
チル化木材は海虫類の食害をほとんど受けず、劣化しないこ
とが明らかとなりました。

▍連携・橋渡しの方向
アセチル化木材は港湾建造物や魚介類の養殖場等での利用
が期待されます。現在は小試験片での実験を行っている段
階のため、今後、実大材での処理技術開発や実証実験等に
ご協力いただける方との連携を希望します。

▍詳細情報
・研究成果：

https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/seikasenshu/2023/documents/p32-33.pdf

・論文等：木材保存, 48(3), 114-128 (2022) 、森林総合研究所研究報告, 20(1), 

29-35 (2021)、木材保存, 46(1), 20-29 (2020)
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図1 海中暴露試験24か月後のアセチル化木材と3か月後の未

処理木材の外観

未処理木材は海虫類の激しい食害を受けましたが、アセチル化木材

はほとんど受けませんでした。

図2 海中暴露試験によるアセチル化木材と未処理木材の質量

減少率の変化

アセチル化木材の質量は数％増えましたが、これは海水中の塩分等

が試片内に入り込んだためと思われます。
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